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全く同じ模様が繰り返し配置されたタイリングパターン

は、エッシャーの作品などの人工的なデザインにかぎらず、

自然界の様々な場面でも見られます。例えばミツバチの巣、

アルマジロのうろこ、昆虫の複眼など。物理的には六角形

の方がより自然で安定であると言われていますが、生物は

六角形でも四角形でも、誰が命令したわけでもないのに、

自発的にこのようなタイリングパターンを作り出します。

このセミナーでは、様々なタイリングパターンを示すショ

ウジョウバエと数理モデルを組み合わせて、生き物がタイ

リングパターンを作る仕組みを明らかにします。 
                

  


